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語勉憩の成果の一角として､現存の書簡を遭 Lて伺うことができろ G 東京府立第三中学枚
を卒業 して間もないごろの明治四十三年七月三日に､中学校時代の恩師広瀬雄に当てた手
紙に次の一節があるo

























集 第十七巻 書簡 Ⅰ』I(一九九七年三月一〇日発行)と 『芥川龍之介全集 第十^巻
書簡∬』 (一九九七年四月八日)､F芥JH龍之介全集 第十九巻 書簡Ⅲ』 (一九九七年





















山本妄言司苑と井川恭苑vmJ蒜蒜は基本論に謁--の蒜であるが､ ｢未詣｣を ｢未発｣､ 'ZE｢祐
ノ)＼弛｣を ｢匝小池｣､ ｢書橿｣を ｢書幌｣､ ｢推鼓詩｣を ｢独鼓詩｣のように､一句ずつ









下さるペく候｣と断った後､ ｢唐戸清々惨竹避 寒佑斜隔碧窓紗/幽輿一夜書経下 静読
陶詩薄燭花｣を付 した｡故に､この漢詩も新年贈答詩の類いと見てよいO前の贈答詩から
今度の贈答詩まで一年掛かったにもかかわらず､ただ ｢幽竹｣が ｢修竹｣に､ ｢早梅｣が











夜書経下 静読陶詩港燭花｣からの脱皮であり､ ｢石鼎火紅茶露程｣は ｢炉に火あり鼎に






















の孤山に隠遁 して､妻子なく､唯裾をたくさん植え､鶴を飼 う｡故に､人に ｢梅を妻とし､





























中国で四君子といえば ｢梅 ･蘭 ･竹 ･菊｣セあり､歳寒三友といえば ｢松 ･竹 ･梅｣ま






























































唐の劉長卿の ｢過斐舎人故居｣の詩に ｢書幌無人常不捲｣があり､栄の蘇我の ｢雪後香北
合壁｣に ｢五更暁色釆書院｣がある｡
芥JH龍之介は大正三年一月一二日､′ト野八重三郎に送った手紙に ｢それからずつとうち


















この時期の芥州 ま漢詩を作るときに､帝に ｢梅｣を意識 し､梅から連想 したものをたく























泉鏡花のものに没頭 して､それを悉 く読んだ｡漢詩も可成 り読んだ｣と書いてある｡
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注4:一九二四年 (大正一三年)一月六日発行の 『サンデー毎日』第三年第二号に掲載 さ
れた随筆｡
注5:一九二四年 (大正一三年)二月一日発行の 『中央公論』第三九年第二号に掲載され
た随筆｡
注6:原文は ｢盛不要､無手､所居多植鵜､畜鶴､芝舟湖中､客室別放電致之､因謂 一梅
妻鶴子"云｡｣であるO
注7:『太平御覧』の ｢地部六､凝浮山｣に次の記述があるO
凝浮山記日､題､雇山地､浮､浮山鳩､ニ山合髄､謂之羅浮､在層城 ･博屠二麟之
境､有薙水､商流注チ海､曹説､題辞高三千丈､長^首里､有七十二石室､七十二
長撰､神湖神食､玉樹朱筆､相俸云､浮山徒食蒋来､今浮山上猶有東方草木､又日､
飽青見学子玄-.上真人､博究仙道､為南海太守､登臨民政､夜凍凝浮山､騰空往還O
注8:原文は :
梅花村在山口､前封麻姑玉女二峯､探竹寒漢､一往幽折､人多以垂梅為生､牛羊之
所腐磨､皆梅也O
注9:『龍城録』の ｢避師雄酵窓梅花下｣によると､
暗闘畠中､避師雄遷題浮､一 日天寒､日暮在幹車間､因懲僕革手松林閤酒樽､傍舎
兄-女人淡粧東成､出迎師雄､時己昏黒､残雪封月色撒明､師経書之､典之語､他
党芳香襲人､語言棲精選､国典之細酒家門､持盃相輿飲､少額有-T線衣重来笑歌戯
舞､亦自可観､頃酵液､師雄亦瞭然､但党風雲相葉､久之時東方巳白､師雄起視､
乃在大堀花樹下､上有翠羽Ⅰ歌口菅､相頚月落参横､但怖懐而己O
注10:F梅妃倦』は唐の菅野の書いた小説であるO-説に､この侍は栄の甫渡前後の作
品で､唐人の作ではないという｡
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